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人 口

(女)

平成30年10月１日現在 前年同月比

(男)

10,987人　

5,248人　

5,739人　

3,827世帯

△141人　

△56人　

△85人　

5世帯世帯数

人の動きおもな内容
■初の「町民と語る会」開催報告……………
■平成29年度一般会計決算……………………
■全員協議会・決議…………………………………
■議会広報常任委員会行政調査報告………………
■一般質問……………………………………
■議会の虫めがね、編集後記……………………
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8～15ページ
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あさひ保育所　運動会（八郷小学校 体育館）

第55号
2018年
10月25日



（2）（3）

次回、「町民と語る会」開催日程
が決まりましたら、改めてご案内
いたします。
さらに詳しい内容は
ホームページにて掲載。

伯耆町議会 検索
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平成29年度一般会計決算を認定（H30.9.21）

主な事業

平成29年度一般会計決算のあらまし

※ 実質単年度収支は３千400万円の黒字
　　　　　　　　　　　　（翌年度繰越財源調整後）

74億4千500万円
　 前年度対比5.3％減

歳入

72億1千300万円
　 前年度対比5.9％減

歳出

溝口放課後児童クラブの
新設

子育て支援センターの
移転拡充

（岸本保健福祉センター内）

平成29年度予算決算常任委員会（決算）審査意見

平成29年度決算に関する審査意見
１　宇代の多目的グラウンド、おにっこランド、
　　鬼ミュージアムの今後の活用策及びこれに伴
　　う維持費（電気料金の契約見直しなど）を検
　　討されたい。

７　次の事項については、鋭意邁進され、その成
　　果を上げられたことを高く評価する。
　⑴　公共施設の老朽化、長寿命化、改築、改修、
　　　改良などに積極的に取り組まれたこと。（町
　　　道改良、溝口保育所の長寿命化計画、本庁
　　　舎、分庁舎の老朽化対策、溝口体育館の長
　　　寿命化、給食センターの改修計画、溝口放
　　　課後児童クラブの改築、二ヶ町クリーンセ
　　　ンター基幹改良)
　⑵　普通交付税、特別交付税が、減額となる中、
　　　健全財政化への方向性（実質公債費比率の
　　　減少など）が堅持されていること。
　⑶　自主財源である町税徴収において、努力さ
　　　れ効果を上げられたこと。
　⑷　「フィットネス&スタジオ　パル」は、地
　　　域おこし企業人や地域おこし協力隊などの
　　　活用を行い運営され、この運営は、伯耆町
　　　社会福祉協議会が自主運営することとして
　　　事業展開され、町民の健康増進、健康寿命
　　　の延伸に寄与していること。
　⑸　子育て環境が整備され、（子育て支援セン
　　　ター移転拡充、乳児家庭保育支援事業、放
　　　課後児童クラブの各エリア整備完了）転入
　　　者増にも好影響を与えていると推察される
　　　こと。

２　基本健診事業において、インターネットによ
　　る予約や照会などが可能なものは、それに向
　　けてのシステム構築について検討されたい。

３　各種健診に鋭意取り組まれ、その成果も受診
　　率等の数字にも反映されている。この健診未
　　受診者の問題は、懸案の課題であり、その対
　　策として文書通知等の適切な対応をされてい
　　ることは承知しているところであるが、町民
　　の健康維持向上のためにも、さらなる努力を
　　傾注されたい。

４　健康ポイント事業については鋭意努力されて
　　いるが、この二カ年微減及び横ばいの傾向が
　　見受けられる。今後、健康ポイント対象事業
　　の拡大等も含め健康増進に努力されたい。

５　ナラ枯れ対策の効果をすぐに見極めることは
　　難しいと考えるが、国費の投入要求も含め、
　　粘り強い対応を求めるものである。

６　植田正治写真美術館の契約書、覚書の見直し
　　に引き続き努力されたい。



教
育
施
設
な
ど
新
設
・
改
修
を
中
心
に
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が
執
行
さ
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た
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教
育
施
設
な
ど
新
設
・
改
修
を
中
心
に
予
算
が
執
行
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ま
し
た
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溝口体育館の
改修

溝口福祉センター
改修

お試しサテライトオフィス
の導入

（溝口分庁舎６階）
根雨原公民館の

新設

別所川渓流植物園
管理棟の改修

平成29年度事業を現地確認平成29年度事業を現地確認

空屋対策
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全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

み
ん
な
が
知
り
た
い

● 

Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
ワ
ー
キ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
）
の
説
明

　２０２５年に「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする国際博覧会を大阪・関西が一体と

なって開催することは、大きな経済効果をもたらすとともに、全世界に向けて圏域の存在感を示す絶

好の機会となり、極めて大きな意義がある。

　また、このような国際博覧会の開催は、鳥取県における産業振興や観光文化交流等を促進するとと

もに、本県を訪れる外国人観光客の増加による経済波及効果が大きく期待できる。

　よって、本町議会としても、大阪・関西における国際博覧会の開催を支持するとともに、誘致実現

に向けた誘致活動を支援し、協力する。

　以上決議する。

　　平成30年９月21日

　　鳥取県西伯郡伯耆町議会　　

２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議

平
成
30
年
度
９
月
定
例
会
（
全
員
協
議
会
）
は

８
月
30
日
・
９
月
20
日
に
開
催
。

地
域
の
課
題
と
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
目
的

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
目
的

◯ 

健
康
増
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
提
供

◯ 

高
齢
者
の
仕
事
の
場
を
つ
く
り
、
所
得
を
拡
大

◯ 

地
元
企
業
の
経
費
削
減
と
人
手
不
足
を
補
う

◯ 

溝
口
分
庁
舎
の
有
効
活
用
を
行
う

◯ 

人
口
減
少

◯ 

高
齢
化
の
進
展

◯ 

労
働
力
不
足

◯ 

公
共
施
設
の
有
効
活
用

地
域
の
課
題
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○
新
聞
レ
ク
チ
ャ
ー

■
担
当
官 

記
者 

川
崎
正
太
郎
氏

　
全
国
農
業
新
聞
編
集
部
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
も
と
に
、「
編
集
コ
ン

セ
プ
ト
」「
新
聞
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
」「
取
材
の
仕
方
・
記
事
の
書
き

方
」「
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
」
を
解
説
。

　
記
者
の
実
体
験
を
交
え
て
新
聞

づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
。

議会広報常任委員会行政調査報告

調  査  期  間　平成30年７月9日から同年７月11日まで（３日間）

行政調査委員　一橋信介委員長、長谷川満副委員長、
　　　　　　　幸本元、乾裕、杉本大介、森下克彦（計６委員）

議会広報編集・作成技術向上及び有効な
　　　　　　　　　　情報発信方法等について
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平
成
30
年
７
月
９
日

 

全
国
農
業
会
議
所
に
て
発
行
さ
れ
る

 　

全
国
農
業
新
聞
に
つ
い
て
研
修
・
調
査

平
成
30
年
７
月
10
日

 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の

 　
　
　
　
　

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加

○
調
査
の
ま
と
め

・
情
報
活
動
の
意
義
を
基
礎
か
ら

　
学
び
、
興
味
深
く
読
め
る
媒
体

　
構
成
を
学
ぶ
。

・
瞬
発
力
の
あ
る
〝
旬
〞
で
伝
わ

　
り
や
す
い
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事

　
作
成
の
大
切
さ
を
知
る

・
紙
面
の
独
自
性
を
伸
ば
し
、
今

　
後
の
議
会
だ
よ
り
に
大
い
に
反

　
映
し
て
い
く
。

○
講
師
　
金
井 

茂
樹
氏

(

自
治
体
広
報
広
聴
研
究
所
代
表
、

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

【
研
究
分
野
】
自
治
体
広
報
広
聴

論
、
世
論
調
査
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ

ニ
ン
グ
、
広
報
誌
な
ど

○
講
義

　
伝
わ
る
議
会
報
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

　
　
〜
編
集
方
針
の
策
定
と

　
　
　
　
　
　  

活
用
の
す
す
め 

〜

　
編
集
方
針
の
重
要
性
／
企
画
編

集
の
技
術
の
ポ
イ
ン
ト
／
議
会
関

係
法
改
善
／
に
、
向
け
た
気
づ
く

心
構
え

○
調
査
の
ま
と
め

　「
開
か
れ
た
議
会
」「
住
民
と
歩

む
議
会
」
が
感
じ
ら
れ
る
編
集
を

心
が
け
、
伝
わ
る
町
政
の
情
報
提

供
を
す
る
た
め
の
紙
面
内
容
構
成

に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
早
急
に
当
議
会
広
報
に
も
反
映

さ
せ
る
べ
く
、
委
員
会
で
訂
正
案

を
提
出
し
、
次
号
の
広
報
よ
り
進

化
さ
せ
て
い
く
。



スマートフォンなど携帯電話で一般質問の映像が流れる
youtubeの二次元バーコードはこちらです。

７人の議員が
一般質問を行いました。
７人の議員が
一般質問を行いました。一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

一般
  質問

７人の議員が７人の議員が

町政　問う！町政　問う！
７７

をを

質
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　 待 す

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、伯耆町では１人60分の制限時間内であればば、
の回数に制限はありません質問の回数に制限はありません。回数に はありません質問
臨場感 本会議場 傍 を　臨場感ある本会議場での傍聴を場感ある本会議場での傍臨場

お待ちしています　　　　　　　　　　お待ちしています。お待ちしてい す

一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、一 質問とは、議員が町長等（執行機関）に し、、、、、、、

本ル ル本基本ル ル
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ページ 主　な　質　問　事　項 質問議員

9
1.伯耆町における、指定管理者制度は

2.小学校へのプログラミング教育の導入とは

10

1.災害時の住民避難の在り方を再検討するべきではないか

  仮称「防災座談会」の検討を

2.困っている人を支援したい意思表示の「サポートハートマーク」の導入を

11
1.産業廃棄物最終処分場の環境保全対策

2.ＪＲ岸本駅前待合所の終日開放

1.豪雨対策

2.旧日光カントリーゴルフ場での太陽光発電事業  ほか
12

1.溝口地区のまちづくり14

1.不妊の悩みの解消に向けて13

15
1.水防計画を見直し、水害への即応体制の拡充を

2.「水害対策用ボート」を配備し、救出や避難などへの対応を　　ほか

乾　　　裕

森下　克彦

幅田千富美

永井　欣也

勝部　俊徳

渡部　　勇

杉本　大介
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町政を問う

指
定
管
理
者
制
度
も
直
営
も
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

指
定
管
理
者
制
度
も
直
営
も
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

町
　
長

指
定
管
理
者
制
度
は

公
の
施
設
の
管
理
・

運
営
を
株
式
会
社
を

は
じ
め
と
し
た
、
営

利
企
業
、
N
P
O
法

人
、
そ
の
他
の
団
体

に
包
括
的
に
代
行
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
0
2
0
年
か
ら
小

学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
が
必
修
化

さ
れ
る
、
「
広
報
ほ

う
き
」
で
概
要
説
明

さ
れ
た
。

渡
部
　
現
在
運
営
を
委
託
し

て
い
る
事
業
は
。

企
画
課
長
　
指
定
管
理
者
に

委
託
し
て
い
る
事
業
は
13
施

設
あ
る
。

渡
部
　
現
在
直
営
で
管
理
・

運
営
し
て
い
る
事
業
は
。

企
画
課
長
　
「
ゆ
う
あ
い
パ

ル（
通
称
）」と「
鬼
の
伝
承
公

園
他
」
の
２
事
業
が
直
営
で

管
理
・
運
営
を
し
て
い
る
。

渡
部
　
今
後
、
直
営
か
ら
民

間
へ
運
営
方
針
の
見
直
し
は
、

ま
た
プ
ロ
の
経
営
診
断
を
受

け
る
考
え
は
。

町
長
　
直
営
の
メ
リ
ッ
ト
も

考
え
て
直
ち
に
１
・
２
年
の

内
に
は
指
定
管
理
に
す
る
考

え
は
な
い
。
ま
た
、
経
営
診

断
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。

「
民
に
で
き
る
こ
と
は
民
で
」本
町
の
指
定
管
理
者
制
度
は

「
民
に
で
き
る
こ
と
は
民
で
」本
町
の
指
定
管
理
者
制
度
は

渡
部
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
と
は
、
ま
た
、
取
り
組
む

ね
ら
い
は
。

教
育
長
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
作
動
さ
せ
る
た
め
に
命
令

を
与
え
る
こ
と
を
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
と
言
い
、
そ
れ
に
関

す
る
学
習
の
こ
と
。

小
学
校
で
は
、
「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思
考
」

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
上
手

に
活
用
す
る
こ
と
」

「
人
工
知
能
を
使
い
こ
な
し

て
、
人
間
に
し
か
で
き
な
い

能
力
を
伸
ば
す
こ
と
」
を
ね

ら
い
と
し
て
い
る
。

渡
部
　
中
学
校
で
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
内
容
は
。

教
育
次
長
　
「
簡
単
な
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
作
成
が
で
き

る
」
こ
と
が
ね
ら
い
。
今
後

は
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
双
方
向
性
の
あ
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
が
導
入
さ

れ
る
予
定
。

渡
部
　
各
学
校
に
お
け
る
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
な
ど
が
必

要
で
は
。

教
育
長
　
必
要
性
を
精
査
し

優
先
順
位
を
つ
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
を
し
た
い
。

渡
部
　
導
入
が
決
ま
り
教
職

員
の
負
担
は
。

教
育
長
　
大
き
な
負
担
感
は

な
い
と
思
う
。

渡部　　勇

直営で運営しているゆうあいパル

指定管理者で運営している大山ガーデンプレイス

指定管理者制度か直営か？

現在、指定管理にする考えはない町　長
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あ
い
サ
ポ
ー
ト
条
例
を
重
視
し
た
い

あ
い
サ
ポ
ー
ト
条
例
を
重
視
し
た
い

町
　
長

乾
　
西
日
本
豪
雨
災
害
の
教

訓
と
し
て
、
倉
敷
市
真
備
町

の
小
田
川
の
堤
防
が
決
壊
し

逃
げ
遅
れ
た
人
々
が
51
人
も

犠
牲
と
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
本
町
で
も

起
こ
り
う
る
と
考
え
る
。
最

新
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活

用
し
住
民
の
中
へ
出
向
い
て
、

危
機
意
識
の
醸
成
を
図
る
た

め
「
防
災
座
談
会
」
を
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
非
常
に
い
い
ア
イ
デ

ア
だ
と
思
う
。
全
集
落
を
対

象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
区

長
協
議
会
で
呼
び
か
け
希
望

す
る
集
落
に
出
か
け
て
行
き
、

自
助
、
共
助
そ
し
て
公
助
と

い
う
基
本
的
理
念
の
浸
透
に

努
力
し
た
い
。

乾
　
住
民
の
危
機
の
切
迫
を

い
ち
早
く
知
ら
せ
る
手
段
と

し
て
サ
イ
レ
ン
に
よ
る
警
報

の
初
期
伝
達
が
有
効
と
考
え

る
。
町
長
の
所
見
は
。

町
長
　
災
害
時
の
情
報
発
信

で
は
、
個
別
受
信
機
と
屋
外

の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
一
体
と
な

っ
て
お
り
最
適
と
考
え
て
い

る
。
他
に
も
伯
耆
町
有
線
テ

レ
ビ
の
画
面
に
緊
急
情
報
の

Ｌ
字
放
送
が
あ
る
。
あ
ん
し

ん
ト
リ
ピ
ー
メ
ー
ル
、
さ
ら

に
公
共
放
送
の
臨
時
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
初
動
の
速
報
体
制
は

整
っ
て
い
る
と
の
認
識
で
、

サ
イ
レ
ン
に
よ
る
警
報
発
令

は
考
え
て
い
な
い
。

　

個
別
受
信
機
が
聞
こ
え
難

サ
ポ
ー
ト
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
の
導
入
を

サ
ポ
ー
ト
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
の
導
入
を

乾
　
困
っ
て
い
る
人
を
支
援

し
た
い
意
思
表
示
の
「
サ
ポ

ー
ト
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
」
を
導

入
さ
れ
た
い
。

町
長
　
近
隣
の
自
治
体
で
も

ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
る
所
は

な
い
よ
う
だ
。

　

県
で
は
あ
い
サ
ポ
ー
ト
条

例
を
施
行
し
県
内
で
も
浸
透

し
て
き
た
所
で
あ
り
、
本
町

も
こ
れ
を
重
視
し
た
い
。

乾
　
３
月
定
例
会
で
提
案
し

た
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
て
い
た
か
。

町政を問う

防災座談会を実施せよ！

ハザードマップを活用し希望集落から実施検討へ町　長

福
祉
課
長
　
本
年
２
月
１
日

か
ら
県
西
部
総
合
事
務
所
の

福
祉
課
等
に
お
い
て
配
布
が

ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

本
町
の
実
績
と
し
て
は
８

月
末
現
在
で
「
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
」
７
名
。
バ
ッ
ジ
は
１
名

に
配
布
し
て
い
る
。
今
後
も

チ
ラ
シ
等
で
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。

乾　　　裕

ヘルプマーク

屋外スピーカーと個別受信機

サポートハートマーク

防災避難訓練

い
時
は
総
務
課
ま
で
お
知
ら

せ
願
い
た
い
。
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開
所
時
間
の
拡
大
で
検
討
す
る

開
所
時
間
の
拡
大
で
検
討
す
る

町
　
長

町政を問う

産
業
廃
棄
物
処
分
事
業

開
始
か

J
R
岸
本
駅
前
待
合
所

の
開
放

Ｊ
Ｒ
岸
本
駅
前
待
合
所
の
終
日
開
放
を

Ｊ
Ｒ
岸
本
駅
前
待
合
所
の
終
日
開
放
を
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産業廃棄物処分場の環境保全対策を

法令の規定を遵守するよう申し入れる町　長

森下　克彦

岸本駅前待合所

森
下
　
当
町
に
接
す
る
南
部

町
鶴
田
地
区
の
平
成
５
年
に

県
が
許
可
し
た
産
業
廃
棄
物

（
安
定
型
）
処
分
場
に
つ
い

て
、
業
者
は
許
可
済
４
品
目

（
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
金
属

く
ず
・
ガ
ラ
ス
く
ず
・
が
れ

き
）
に
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
物

を
追
加
し
て
事
業
開
始
す
る

動
き
が
あ
る
。
隣
接
町
と
し

て
の
対
応
は
。

町
長
　
事
業
者

か
ら
説
明
を
受

け
、
現
地
確
認

し
た
。

　

法
令
及
び
平

成
５
年
に
締
結

し
た
協
定
書
・

覚
書
の
規
定
を

遵
守
す
る
よ
う

申
し
入
れ
し
て

い
る
。

森
下
　
埋
め
立
て
は
行
わ
れ

ず
、
25
年
も
経
過
し
た
事
業

で
あ
る
。
新
た
な
視
点
で
監

視
、
環
境
保
護
体
制
の
対
策

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

町
長
　
搬
入
物
の
監
視
は
第

三
者
で
行
う
こ
と
や
、
客
観

的
な
水
質
検
査
が
行
わ
れ
る

よ
う
申
し
入
れ
て
い
る
。

森
下
　
許
可
権
者
の
県
へ
、

環
境
保
全
対
策
に
万
全
の
措

置
を
取
る
よ
う
申
し
入
れ
を

さ
れ
た
い
。

町
長
　
事
業
未
実
施
の
ま
ま

許
可
後
25
年
も
経
過
し
て
い

る
。
一
度
、
事
業
開
始
の
動

き
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。

森
下
　
岸
本
駅
前
待
合
所
は

町
民
・
観
光
客
等
の
J
R
や

デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
者
用
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

開
所
時
間
は
８
時
か
ら
18
時

と
な
っ
て
い
る
。

　

J
R
利
用
者
を
み
る
と
、

早
朝
、
夜
間
の
利
用
も
多
い
。

ま
た
、
J
R
岸
本
駅
は
町
の

玄
関
口
で
も
あ
る
。

　

昨
冬
朝
７
時
頃
、
風
よ
け
、

雨
よ
け
、
ト
イ
レ
も
な
い
中

で
到
着
電
車
を
待
つ
通
学
生

を
見
て
い
る
。

　

溝
口
駅
待
合
所
同
様
終
日

開
所
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
開
所
時
間
を
拡
大
す

る
方
向
で
、
施
設
管
理
を
委

託
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
業
者

と
協
議
す
る
。
タ
ク
シ
ー
業

者
の
対
応
が
難
し
け
れ
ば
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
管
理
者
と
協

議
し
た
い
。

森
下
　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
警
察
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

を
依
頼
し
て
安
全
確
保
を
図

り
、
終
日
開
放
す
る
こ
と
は

い
か
が
か
。

町
長
　
開
所
時
間
の
拡
大
を

基
本
的
な
考
え
と
す
る
。
終

日
開
放
は
考
え
て
い
な
い
。

日
野
川

至 小野

至 鬼の館

至 諸木

至 池野

町道
フラワー
パーク

産廃処分場

産業廃棄物処分場位置図



日野川河床

開
発
協
定
や
法
律
に
基
づ
き
運
営

開
発
協
定
や
法
律
に
基
づ
き
運
営

町
　
長

日
光
ゴ
ル
フ
場
跡
地
に
巨
大
太
陽
光
発
電
所

日
光
ゴ
ル
フ
場
跡
地
に
巨
大
太
陽
光
発
電
所
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学
校
検
診
の
充
実
で

ど
の
子
も
治
療
を

日
野
川
の
豪
雨
対
策

を
急
い
で
!!

幅
田
　
学
校
検
診
で
「
要
治

療
」
と
診
断
さ
れ
な
が
ら
、

約
４
割
か
ら
６
割
の
子
ど
も

が
「
未
受
診
」
の
ま
ま
で
あ

り
、
そ
の
理
由
が
保
護
者
の

理
解
不
足
と
共
働
き
、
ひ
と

り
親
家
庭
、
経
済
的
困
難
な

ど
で
あ
っ
た
。
病
気
予
防
の

検
診
目
的
達
成
の
た
め
、
対

策
が
必
要
だ
が
、
本
町
の
現

状
と
対
応
を
問
う
。

教
育
長
　
「
要
受
診
」
と
判

断
さ
れ
た
小
学
生
は
全
国
平

均
よ
り
少
な
い
が
、
中
学
生

は
同
様
で
あ
る
。
そ
の
理
由

の
聞
き
取
り
は
し
て
い
な
い

も
の
の
、
住
民
検
診
同
様
、

ね
ば
り
づ
よ
い
働
き
か
け
と

経
済
的
困
難
者
に
は
、
就
学

援
助
制
度
の
活
用
を
す
す
め

た
い
。

幅
田
　
７
月
の
西
日
本
豪
雨

で
、
最
悪
の
犠
牲
者
を
出
し

た
。

　

日
野
川
は
大
事
に
至
ら
ず

胸
を
な
で
お
ろ
し
た
が
、
実

町政を問う

日野川の豪雨対策（上細見地区堤防嵩上げ、樹木伐採・土砂撤去）を急げ!!

上細見地区住民の合意が整い測量に入る予定町　長

情
は
紙
一
重
だ
っ
た
。
様
々

な
角
度
か
ら
の
点
検
、
対
応

と
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
だ

が
、
当
面
２
点
の
対
応
が
急

が
れ
る
。

①
日
野
川
鬼
守
橋
上
流
Ａ
コ

ー
プ
、
コ
メ
リ
付
近
の
河
川

に
繁
茂
し
て
い
る
樹
木
の
伐

採
、
土
砂
の
搬
出
。

②
上
細
見
地
区
の
堤
防
嵩
上

げ
工
事
促
進
に
つ
い
て
の
対

応
は
。

町
長
　
上
細
見
地
区
住
民
の

合
意
が
整
い
、
測
量
に
入
る

予
定
。

地
域
整
備
課
長
　
日
野
川
河

川
改
修
計
画
に
基
づ
き
、
法

勝
寺
川
、
青
木
橋
周
辺
整
備

完
了
後
、
上
細
見
地
区
工
事

に
着
手
の
予
定
。
樹
木
伐
採
、

土
砂
搬
出
等
は
、
順
次
予
定

さ
れ
て
い
る
。

幅
田
　
ソ
ー
ラ
ー
・
フ
ィ
ー

ル
ド
９
合
同
会
社
（
東
京
の

事
業
者
・
資
本
金
１
千
円
）

が
、
パ
ネ
ル
４
万
３
千
枚
を

設
置
、
開
発
予
定
の
巨
大
太

陽
光
発
電
所
は
、
自
然
環
境
、

（12）

幅田千富美

自
然
環
境
保
全
、
地

域
経
済
保
護
の
法
規

制
を

地
域
経
済
を
守
る
上
か
ら
問

題
が
あ
る
。
ど
ん
な
指
導
を

さ
れ
た
の
か
。

企
画
課
長
　
開
発
協
定
で
は

公
害
防
止
に
誠
意
を
も
っ
て

対
応
し
、
関
係
地
区
住
民
に

被
害
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

公
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
は
直
ち
に
措
置
を
講
ず

る
。

　
ま
た
除
草
作
業
は
除
草
剤

を
使
用
せ
ず
、
伐
採
チ
ッ
プ

の
布
設
で
抑
制
す
る
。

　
こ
の
事
業
者
は
、
「
電
気

事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
の
認
定

を
受
け
て
お
り
、
保
守
点
検
、

維
持
管
理
、
処
分
等
の
適
切

な
実
施
遵
守
を
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
し
て
定
め
、
違
反
し
た

場
合
は
、
国
が
改
善
命
令
や

認
定
取
り
消
し
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
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杉
本
　
子
ど
も
を
持
つ
こ
と

を
熱
望
し
な
が
ら
も
、妊
娠
・

出
産
に
恵
ま
れ
ず
、
不
妊
治

療
を
受
け
て
い
る
方
が
多
く

い
る
。

　

子
供
を
持
ち
た
い
夫
婦
の

た
め
に
、
本
町
が
行
な
っ
て

い
る
支
援
は
。

町
長
　
治
療
に
つ
い
て
の
経

済
的
な
支
援
は
、
い
ろ
い
ろ

出
て
き
た
。

　

デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
、

役
所
と
し
て
な
か
な
か
踏
み

込
み
づ
ら
い
が
、
精
神
的
な

ケ
ア
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
と
い
う
課
題
が
、

一
番
大
事
。

健
康
対
策
課
長
　
国
の
制
度

を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
鳥
取
県

の
不
妊
治
療
助
成
に
上
乗
せ

す
る
方
式
で
助
成
を
行
な
っ

て
い
る
。

　

相
談
体
制
と
し
て
は
、
平

成
28
年
度
に
鳥
取
県
が
西
部

地
区
に
設
置
さ
れ
た
、
専
門

の
相
談
窓
口
（
ミ
オ
・
フ
ァ

テ
ィ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

内
）
を
利
用
。

　

妊
娠
に
こ
れ
ら
の
事
業
が

結
び
つ
け
ば
、
不
妊
検
診
、

出
産
時
の
交
通
費
助
成
、
産

後
ケ
ア
事
業
、
様
々
な
子
育

て
支
援
事
業
に
繋
げ
て
い
く

考
え
。

杉
本
　
不
妊
の
原
因
の
半
分

は
男
性
側
に
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
の

調
査
に
よ
る
と
、
男
性
側
が

自
ら
検
査
を
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
と
い
う
の
は
、
相
手
方
の

女
性
の
検
査
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
と
い
う
の
が
47
％
と
、

約
半
数
を
占
め
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
は
、
間
違
っ
た
認

識
と
、
検
査
に
抵
抗
の
あ
る

男
性
が
一
定
数
以
上
い
る
と

い
う
実
情
の
表
れ
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

若
い
世
代
に
対
し
て
行
な

っ
て
い
る
普
及
啓
発
の
方
法

は
。

町
長
　
丁
寧
に
相
談
に
乗
っ

て
い
く
よ
う
な
相
談
体
制
は

あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の

余
地
は
あ
る
と
思
う
。
不
妊

の
懸
念
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
い
か
に
早
く
気
づ
い
て

も
ら
え
る
か
が
大
事
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
な

か
に
、
不
妊
症
の
疑
い
が
あ

る
の
か
ど
う
か
と
い
う
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
リ
ン

不妊の悩みの解消に向けて

ク
を
貼
っ
て
い
る
。
専
門
の

機
関
に
相
談
す
る
た
め
の
、

一
つ
の
入
口
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

教
育
長
　
学
習
指
導
要
領
に

お
い
て
は
、
小
中
学
校
で
は

こ
う
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て

は
、
直
接
取
り
扱
っ
て
い
な

い
。
高
等
学
校
で
は
、
妊
娠

の
し
や
す
さ
を
含
む
男
女
の

生
殖
に
か
か
る
機
能
に
つ
い

て
は
、
「
必
要
に
応
じ
て
関

連
付
け
て
扱
う
程
度
と
す

る
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
は
学
習
を
し
な

い
場
合
も
あ
っ
て
よ
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

杉
本
　
成
人
式
を
利
用
し
て
、

不
妊
・
妊
娠
の
正
し
い
知
識

に
ふ
れ
る
機
会
、
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
け
る

機
会
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
町
と
相
談
し
な
が

ら
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
の
方
法

が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
検
討

し
て
み
た
い
。

杉
本
　
不
妊
治
療
の
保
険
適

用
化
、
あ
る
い
は
無
償
化
に

つ
い
て
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長
　
基
礎
自
治
体
と
し
て

進
め
て
い
く
の
は
、
若
干
力

不
足
だ
と
思
う
が
、
保
険
適

用
化
は
可
能
性
と
し
て
は
あ

り
得
る
。

　

ま
ず
、
社
会
全
体
の
政
治

的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
て
く

る
べ
き
。
こ
う
い
う
課
題
を

地
方
議
員
な
ど
の
間
で
共
有

し
て
い
た
だ
き
、
色
々
な
と

こ
ろ
で
影
響
を
与
え
、
そ
の

流
れ
が
進
む
の
で
あ
れ
ば
、

前
進
す
る
方
向
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

　社会全体の政治的メッセージが出てくれば
前進する方向になるのではないか

町　長

町政を問う

第55号

杉本　大介

拡
充
し
て
い
る
相
談
体
制
に
し
っ
か
り
繋
げ
て
い
く

不
妊
の
懸
念
に
い
か
に
早
く
気
づ
い
て
も
ら
う
か
も
大
事

拡
充
し
て
い
る
相
談
体
制
に
し
っ
か
り
繋
げ
て
い
く

不
妊
の
懸
念
に
い
か
に
早
く
気
づ
い
て
も
ら
う
か
も
大
事

町
　
長

不
妊（
治
療
）に
つ
い
て
の
経
済
的
・
精
神
的
支
援
と
普
及
啓
発
を

不
妊（
治
療
）に
つ
い
て
の
経
済
的
・
精
神
的
支
援
と
普
及
啓
発
を

ミオ・ファティリティ・クリニック
　　　　　　　　（米子市車尾南）

セルフチェックシート

鳥取県西部不妊専門相談センター
（ミオ・ファティリティ・クリニック内）



地
域
性
を
考
慮
し
負
担
軽
減
に
知
恵
を
出
す

地
域
性
を
考
慮
し
負
担
軽
減
に
知
恵
を
出
す

町
　
長

集
落
・
公
民
館
整
備
拡
大
の
方
向
は

集
落
・
公
民
館
整
備
拡
大
の
方
向
は

伯耆町議会だより第55号

溝
口
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

永
井
　
二
部
、
日
光
を
含
む

溝
口
地
域
で
は
高
齢
化
率
38

％
超
、
独
居
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
の
割
合
も
50
％
を
超

え
て
い
る
。
見
守
り
体
制
の

整
備
や
地
域
で
の
支
え
合
い

活
動
が
必
要
と
考
え
る
。
二

部
、
日
光
地
区
に
配
置
さ
れ

て
い
る
集
落
支
援

員
か
ら
は
ど
の
様

な
声
が
届
け
ら
れ

て
い
る
か
。

企
画
課
長
　
平
成

29
年
度
に
ア
ン
ケ

ー
ト
実
施
。
集
落

活
動
の
人
手
不
足
、

農
地
維
持
管
理
、

高
齢
者
の
交
通
・

買
い
物
な
ど
日
常

生
活
支
援
、
除
草
・

除
雪
・
空
き
家
等

の
環
境
維
持
な
ど

が
地
域
課
題
。

町
長
　
日
常
生
活
の
課
題
は

地
域
の
話
し
合
い
が
不
可
欠
。

集
落
、
地
区
協
議
会
な
ど
で

話
し
合
い
が
進
む
よ
う
誘
導

し
た
い
。

永
井
　
溝
口
地
区
に
は
集
落

支
援
員
が
置
か
れ
て
い
な
い
。

広
い
地
域
の
課
題
等
に
は
、

ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

町
長
　
分
庁
総
合
窓
口
課
、

パ
ー
ト
ナ
ー
職
員
、
公
民
館

長
が
対
応
す
る
。

　
集
落
で
議
論
を
重
ね
合
意

形
成
を
図
ら
れ
た
課
題
に
、

ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

可
能
か
応
援
し
て
い
く
。

永
井
　
日
光
地
区
で
は
、
今

年
度
終
了
予
定
の
事
業
が
あ

る
。
そ
の
検
証
、
対
策
は
。

町
長
　
旧
保
育
所
に
小
さ
な

拠
点
を
設
置
す
る
な
ど
、
地

元
ア
イ
デ
ア
で
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
頃
に
意
図
し
た
ニ
ー
ズ

な
ど
が
変
化
し
た
か
。
10
月

に
全
事
業
見
直
し
を
行
う
の

で
、
実
態
に
則
し
決
め
つ
け

し
な
い
で
検
討
す
る
。

永
井
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
事
業

で
住
民
の
生
活
や
活
動
が
守

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
利
用
も

ま
ま
な
ら
な
い
買
い
物
弱
者

対
応
は
。

町政を問う

永井　欣也

高齢・過疎化が進む地域の課題対応は

地域の話し合いが進むよう誘導する町　長

町
長
　
デ
マ
ン

ド
バ
ス
、
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス

は
継
続
す
る
。

　
情
報
通
信
の

進
歩
、
ネ
ッ
ト

販
売
の
普
及
が

進
ん
で
い
る
。

　
高
齢
者
の
物

品
・
現
金
販
売

に
は
注
文
・
受

取
り
な
ど
で
地

域
の
助
け
合
い

も
。

　
介
護
・
支
援

を
要
す
る
方
に

は
支
援
員
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
で

対
応
す
る
。

永
井
　
集
落
公
民
館
は
防
災
、

災
害
時
避
難
の
重
要
施
設
。

高
齢
者
の
気
軽
な
利
用
で
さ

ら
な
る
有
効
活
用
も
。
施
設

整
備
事
業
拡
充
の
考
え
は
。

町
長
　
次
の
総
合
計
画
で
財

政
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
。

防
災
備
蓄
、
高
齢
化
度
合
い
、

介
護
避
難
な
ど
地
域
性
を
考

慮
、
負
担
軽
減
に
な
る
よ
う

知
恵
を
だ
し
て
き
た
。
そ
の

よ
う
な
対
応
が
基
本
方
針
。

（14）

小さな拠点　山隠れの里

デマンドバス
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水
害
時
に
即
応
性
の
あ
る

　「
水
防
の
し
お
り
」の
作
成
を

水
害
被
災
時
へ
の
レ
ス
キ
ュ
ー
サ
ポ
ー
ト
の

　　配
備
を

水
害
時
に
即
応
性
の
あ
る

　「
水
防
の
し
お
り
」の
作
成
を

水
害
被
災
時
へ
の
レ
ス
キ
ュ
ー
サ
ポ
ー
ト
の

　　配
備
を日

野
川
は
、
流
速
も
速
く
、
水
防
団
や

　
職
員
で
の
ボ
ー
ト
対
応
は
課
題
も
あ
る

時
間
を
も
ら
い
な
が
ら

　
検
討
し
て
ゆ
き
た
い

日
野
川
は
、
流
速
も
速
く
、
水
防
団
や

　
職
員
で
の
ボ
ー
ト
対
応
は
課
題
も
あ
る

教
育
長

町
長

勝
部
　
水
害
時
に
即
応
性
の

あ
る
「
水
防
の
し
お
り
」
の

よ
う
な
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を

作
成
し
な
い
か
。

町
長
　
町
の
地
域
防
災
計
画

の
中
か
ら
エ
キ
ス
だ
け
抜
き

出
し
た
も
の
を
時
間
を
も
ら

い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

勝
部
　
町
の
水
防
訓
練
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
水
防
団
の
力
を
借
り

な
が
ら
区
長
協
議
会
と
も
話

し
合
っ
て
ゆ
き
た
い
。

勝
部
　
想
定
外
の
水
害
予
測

な
ど
に
対
し
、
避
難
計
画
な

ど
へ
の
課
題
認
識
は
。

町
長
　
一
口
で
言
う
と
町
と

し
て
の
対
応
は
限
ら
れ
る
。

　

避
難
と
か
情
報
伝
達
は
、

基
礎
自
治
体
が
力
を
発
揮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
命
に
関
す
る
避
難
な
ど

の
対
応
が
第
一
で
あ
る
。

勝
部
　
町
の
有
線
テ
レ
ビ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
災
害
対
応

は
。

町
長
　
災
害
発
生
後
の
対
応

が
、
か
な
り
難
し
い
。

　

今
後
の
５
Ｇ
（
次
世
代
通

信
シ
ス
テ
ム
）
時
代
に
は
、

即
応
性
、
大
容
量
伝
達
を
工

夫
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
。

勝
部
　
水
害
被
災
時
へ
の「
レ

ス
キ
ュ
ー
ボ
ー
ト
」の
配
備
を
。

町
長
　
水
害
で
ボ
ー
ト
が
力

を
発
揮
し
た
事
例
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
野
川
は
流
速

も
速
く
、
水
防
団
や
職
員
で

の
ボ
ー
ト
対
応
は
、
課
題
も

あ
る
。

勝
部
　
吉
定
の
水
防
倉
庫
を

高
台
に
移
転
し
な
い
か
。

町
長
　
移
転
を
前
提
に
機
能

的
で
シ
ン
プ
ル
な
計
画
を
考

え
た
い
。

　

水
防
倉
庫
の
移
設
は
、
な

る
べ
く
吉
定
周
辺
に
近
い
と

こ
ろ
と
い
う
観
点
で
検
討
し

た
い
。

小・中学校に熱中症対策の冷水機の設置を！

勝
部
　
本
町
の
小
中
学
校
で

の
熱
中
症
対
策
は
。

教
育
長
　
熱
中
症
対
策
は
今

後
も
万
全
を
期
し
た
い
。

教
育
次
長
　
学
校
の
エ
ア
コ

ン
配
備
は
、
非
常
に
効
果
が

あ
っ
た
と
学
校
か
ら
聞
い
て

い
る
。
体
育
館
に
も
温
度
計

で
注
視
。
ま
た
、
個
々
の
児

童
・
生
徒
の
熱
中
症
に
つ
い

て
の
予
防
自
覚
と
教
職
員
の

注
意
喚
起
も
大
切
。

勝
部
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ

ー
（
冷
水
機
）
を
小
中
学
校

に
設
置
し
な
い
か
。

教
育
長
　
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て
は
、
総
合
的
に
判
断
し

て
ゆ
き
た
い
。

　

冷
水
機
の
検
討
は
す
る
が
、

積
極
的
な
配
置
ま
で
は
必
要

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　すべての教室にエアコン配置済みであり、
冷水機の積極的な配置までは必要ないものと考えている

教育長

勝部　俊徳

町政を問う

第55号

時
間
を
も
ら
い
な
が
ら

　
検
討
し
て
ゆ
き
た
い

西部広域配備救助用ボート

熱中症予防へつながる冷水機（県外の小学校）



自然の中で学び遊ぶ保育園
森のようちえんmichikusa

ち
び
っ
子
生
き
生
き
と
保
育
中

この議会だよりは再生紙を使用して印刷されています。
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今
年
は
例
年
に
な
く
週
末

に
か
け
て
台
風
が
襲
い
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
運
営
側
の
思
い
を
知
る

と
準
備
な
ど
の
時
間
も
労
力

も
、
達
成
感
に
変
わ
ら
な
い

も
ど
か
し
さ
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
災
害
対
策
に
関
す
る
一
般

質
問
も
多
く
な
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
是
非
と
も

意
見
交
換
の
場
な
ど
で
直
接

伺
い
た
い
所
存
で
す
。

　
議
会
改
革
は
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
。「
見
え
る
化
」
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
長
谷
川
　
満
）

【
編
　
集
】

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　 

委
員
長
　
一
橋
　
信
介

　
　 

副
委
員
長
　
長
谷
川
　
満

　
　 

委
　
員
　
幸
本
　
　
元

　
　 

委
　
員
　
乾
　
　
　
裕

　
　 

委
　
員
　
杉
本
　
大
介

　
　 

委
　
員
　
森
下
　
克
彦

議会
の虫めが

ね

「議会だ
より」に

対するご
意見を

お待ちし
ておりま

す。

森のようちえん michikusa
　　　秋祭り

11月17日（土）9:30～14:30
二部公民館周辺　皆さんお出で下さい。

　

二
部
地
区
を
拠
点
に
、
満

３
歳
か
ら
就
学
前
の
幼
児
16

人
が
入
所
。
森
や
川
な
ど
豊

か
な
自
然
の
中
で
、
保
育
が

行
わ
れ
て
い
る
。
開
所
か
ら

５
年
目
を
迎
え
た
森
の
よ
う

ち
え
ん
。
保
育
場
所
の
一
つ
、

豪
円
山
キ
ャ
ン
プ
場
を
訪
問
。

代
表
の
新
妻
敬
久
さ
ん
（
子

ど
も
は
「
に
い
ち
ゃ
ん
」
と

呼
ぶ
）
、
園
長
の
新
妻
麻
奈

美
さ
ん
（
呼
び
名
は
「
ま
な

ち
ゃ
ん
」
）
に
話
を
聞
い
た
。

質
問　

森
の
よ
う
ち
え
ん
開

所
の
き
っ
か
け
は
？

に
い
ち
ゃ
ん
　
県
外
で
幼
稚

園
教
諭
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

数
年
前
に
帰
省
し
た
時
に
、

自
分
の
ふ
る
里
の
豊
か
な
自

然
を
活
か
し
て
、
学
び
、
遊

ば
せ
、
子
ど
も
の
自
主
性
を

育
て
る
保
育
が
し
た
い
思
い

で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

質
問　

森
の
よ
う
ち
え
ん
の

保
育
目
標
は
？

に
い
ち
ゃ
ん
　
豊
か
な
自
然

の
中
で
の
体
験
を
通
じ
て
子

供
ら
し
さ
が
発
揮
で
き
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
な
ち
ゃ
ん
　
こ
の
地
域
の

豊
か
な
自
然
を
体
験
し
て
成

長
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

質
問　

地
域
と
の
関
わ
り
は
？

に
い
ち
ゃ
ん
　
子
ど
も
た
ち

は
、
二
部
地
区
の
方
と
一
緒

に
な
っ
て
秋
祭
り
や
田
植
え
、

稲
刈
り
、
い
も
堀
り
な
ど
の

行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

質
問　

今
後
の
思
い
は
？

に
い
ち
ゃ
ん
　
も
っ
と
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
の
豊

か
な
自
然
の
中
で
の
保
育
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大山キャラボクの実を取る子

まなちゃんと子どもたち

朝のつどい
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